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終
戦
七
十
七
年
を
迎
え
た
八
月
十
五
日
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
東
京
都
千
代

田
区
の
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

　
追
悼
式
に
は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
長
官
な
ど
各
界
代
表
、
全
国
の
戦
没
者
遺
族
な
ど
約
千
人
が
参
列
し
た
。
岸
田
総
理
の

式
辞
の
後
、
正
午
の
時
報
を
合
図
に
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

　
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
賜
っ
た
の
ち
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
及
び
最
高
裁
判
所
長
官
、

遺
族
代
表
と
し
て
大
月
健
一（
八
十
三
才
）さ
ん=

岡
山
県
高
梁
市=

が
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
参
列
者
代
表
が
式
壇
に
献
花
を
行
っ
た
。
本
県
代
表
と
し
て
は
、
徳
島
県
遺
族
会
の

坂
千
代
克
彦
会
長
お
よ
び
徳
島
戦
災
遺
族
会
の
美
馬
秀
夫
会
長
が
献
花
を
行
っ
た
。

　
本
会
か
ら
の
遺
族
代
表
参
列
は
三
年
ぶ
り
、
徳
島
県
の
参
列
団
員
は
十
三
名
で
あ
っ
た
が
、

参
加
い
た
だ
い
た
本
県
ご
遺
族
は
、
御
英
霊
や
戦
禍
で
命
を
奪
わ
れ
た
肉
親
を
慰
霊
し
、
追
悼

の
誠
を
捧
げ
た
。

　
　

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

令
和
四
年
八
月
十
五
日
㈪
日
本
武
道
館

全

国

戦

没

者

追

悼

式

　

本
日
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

に
当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
臨
み
、
さ
き
の

大
戦
に
お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
失
っ
た
数

多
く
の
人
々
と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み
を

新
た
に
い
た
し
ま
す
。

　

終
戦
以
来
七
十
七
年
、
人
々
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

に
よ
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
築
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
苦
難
に
満
ち
た
国
民
の

歩
み
を
思
う
と
き
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
る
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
皆
が
心
を
一
つ
に
し
、
力
を
合
わ
せ

て
こ
の
難
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
今
後
と
も
、
人
々

の
幸
せ
と
平
和
を
希
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
願
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な
歳
月
に

思
い
を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、
深
い
反
省
の
上

に
立
っ
て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ

と
を
切
に
願
い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々

に
対
し
、全
国
民
と
共
に
、心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式

●第 74 回　９ 月 10 日（土）13:30 ～ 14:30
	「徳島大空襲－東新町での体験」	 森野　悦次 氏（83）	（徳島市）
●第 75 回　10 月 ８ 日（土）13:30 ～ 14:30
	「父と大東亜戦争」	 水野　正則 氏（90）	（三好市）
●第 76 回　11 月 12 日（土）13:30 ～ 14:30
	「父からの便り－ミャンマーへの慰霊巡拝－」	 清水　藤子 氏（85）	（勝浦郡勝浦町）
●第 77 回　12 月 10 日（土）13:30 ～ 14:30
	（沖縄戦について）	 大島　和典 氏（83）（香川県さぬき市）

語り部事業のご案内（護国神社参集殿で開催）



 第216号	 徳 島 県 遺 族 会 会 報 	 令和４年９月10日　(2)

　

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
各
界
代
表

を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
遺
族

の
代
表
が
集
い
、
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
に

当
た
り
、戦
没
者
遺
族
を
代
表
し
、

謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

七
十
七
年
前
、
小
学
校
一
年
生

の
私
は
、
岡
山
県
高
梁
市
で
母
と

姉
と
三
人
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
私
の
父
は
、
男
の
子
が
生
ま

れ
た
ら
健
一
と
名
前
を
付
け
る
よ

う
に
と
、妊
娠
中
の
母
に
告
げ
て
、

中
国
に
出
征
し
ま
し
た
。
父
の
戦

友
の
話
で
は
、
我
が
身
の
危
険
を

顧
み
ず
懸
命
に
戦
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
私

の
誕
生
を
知
る
こ
と
な
く
、
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
の
中
で
愛
す
る
家

族
を
失
っ
た
私
た
ち
遺
族
は
、
多

く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

残
さ
れ
た
家
族
が
身
を
寄
せ
合
っ

て
懸
命
に
生
き
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
一
家
の
大
黒

柱
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
私

の
母
は
、
多
く
の
苦
労
に
耐
え
な

が
ら
も
、
私
た
ち
姉
弟
を
頑
張
っ

て
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。母
に
は
、

感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
の
多
く
の
遺
児
の
皆
さ
ん
も
同

様
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
我
が
国
は
、
世
界
有
数

の
経
済
大
国
と
な
り
、
平
和
と
自
由

を
享
受
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
国
の
命
運
を
決
す
る
戦
い
に
際

し
て
、
最
愛
の
家
族
の
安
寧
を
願
い

つ
つ
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
も
、一
身
を
顧
み
ず
、

精
魂
込
め
て
戦
い
、
散
華
さ
れ
た
戦

没
者
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
決
し

て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
未
だ
紛
争
は
絶

え
ず
、
今
も
私
た
ち
の
よ
う
な
遺
族

が
生
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
く
平
和
な
世
界
が
実
現
す
る
よ
う

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
私
た
ち
遺
族
は
、
戦
争
は

遠
い
過
去
の
歴
史
的
出
来
事
で
は
な

く
、
今
も
身
近
に
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
に
向

け
て
、
一
般
市
民
ま
で
犠
牲
と
な
る

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
語

り
続
け
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
諸

霊
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ご
来
賓
の
参
列
の
も
と
、
か

く
も
厳
か
に
追
悼
式
を
挙
行
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
遺
族
を
代
表
し
て

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
英
霊
の
ご
冥
福
と
ご

参
列
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
八
月
十
五
日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表　

大
月
健
一

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　遺
族
代
表

追
悼
の
辞

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　遺
族
代
表

　

終
戦
か
ら
七
十
七
年
と
な
る
八
月
十
五
日
、

徳
島
県
護
国
神
社
「
平
和
祈
念
祭
」
が
斎
行
さ

れ
た
。
恒
例
の
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
は
縮
小
開

催
と
な
っ
た
た
め
、
境
内
に
提
灯
の
掲
揚
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
今
年
の
「
平
和
祈
念
祭
」
は

三
年
ぶ
り
の
通
常
ど
お
り
の
祭
典
と
な
り
、
当

日
は
酷
暑
の
中
、
お
よ
そ
百
人
が
参
列
し
た
。

　

午
前
十
一
時
、
参
集
殿
前
よ
り
宮
司
以
下
祭

員
、
来
賓
が
社
殿
へ
参
進
し
、
坂
田
宮
司
の
祝

詞
奏
上
の
の
ち
、
寺
内
カ
ツ
コ
奉
賛
会
長
、
徳

島
県
知
事
代
理
と
し
て
森
口
浩
徳
保
健
福
祉
部

長
、
徳
島
県
遺
族
会
長
代
理
と
し
て
上
浦
喜
代

志
副
会
長
が
祭
文
を
奏
上
、
つ
づ
い
て
玉
串
奉

奠
で
は
宮
司
以
下
、
井
川
龍
二
徳
島
県
議
会
副

議
長
、
岡
田
強
徳
島
県
隊
友
会
長
、
圓
藤
恭
久

徳
島
県
神
社
庁
長
を
は
じ
め
関
係
各
方
面
よ
り

の
来
賓
、
遺
族
会
市
郡
連
合
会
長
、
県
下
各
地

よ
り
の
遺
族
や
一
般
参
列
者
が
玉
串
を
捧
げ
、

御
英
霊
に
慰
霊
と
感
謝
の
誠
を
、
そ
し
て
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
拝
礼
し
た
。
ま
た
正
午

に
は
参
列
者
全
員
で
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ

た
。

　

祭
典
終
了
後
に
は
境
内
で
「
天
水
連
」
に
よ

る
阿
波
踊
り
の
奉
納
も
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を

忘
れ
る
よ
う
な
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

令
和
四
年
度「
平
和
祈
念
祭
」斎
行

　
「
如
己
愛
人
」
こ
れ
は
、
平
和
学
習
を

通
し
て
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
言
葉

だ
。「
己
の
如
く
人
を
愛
せ
よ
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
を
体
現
し
た
一

人
の
医
師
の
生
き
様
に
心
打
た
れ
た
。

　

永
井
隆
と
い
う
そ
の
人
は
長
崎
で
放
射

線
物
理
療
法
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
当
時
、
太
平
洋
戦
争

が
激
し
く
な
り
、
永
井
一
家
は
離
れ
ば
な
れ
の
暮
ら
し
が
続
い
て
い

た
。
昭
和
二
十
年
六
月
、
体
の
不
調
を
感
じ
て
い
た
博
士
に
、
余
命

三
年
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。
一
日
に
何
百
人
も
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮

り
、
放
射
線
を
大
量
に
浴
び
た
こ
と
で
彼
の
体
は
白
血
病
に
侵
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
余
命
宣
告
か
ら
二
ヶ
月
後
の
八
月

九
日
、長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
妻
の
緑
さ
ん
を
亡
く
し
、

二
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
博
士
は
白
血
病
と
原
爆
症
と
も

闘
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
苦
し
い
病
状
の
中
で
も
彼

は
負
傷
し
た
人
々
を
救
護
す
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

病
床
に
つ
き
な
が
ら
も
、
迫
り
来
る
死
期
の
中
で
子
ど
も
達
の
た
め

に
で
き
る
だ
け
長
く
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
父
と
し
て
の

責
任
感
と
深
い
愛
情
で
十
七
冊
の
本
を
記
し
た
。
永
井
博
士
は
残

り
の
命
を
、
原
爆
の
破
壊
力
や
後
遺
症
の
恐
ろ
し
さ
と
、
二
度
と
こ

の
過
ち
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
分
の
思
い
を
後
世
に
残
し

て
い
く
た
め
に
捧
げ
た
の
だ
。

　

私
は
こ
の
強
く
美
し
い
生
き
方
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
そ
し

て
、
こ
の
思
い
を
受
け
止
め
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え

た
。
世
界
で
た
だ
一
つ
の
被
爆
国
で
あ
る
私
た
ち
日
本
人
は
、
平
和

な
時
代
と
共
に
そ
の
悲
惨
な
現
状
を
忘
れ
か
け
て
い
る
。
当
時
の

様
子
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
学
び
続
け
、
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
も
こ
の
世
界
で
は
戦
争
が
起
こ
っ

て
い
る
。
私
一
人
で
は
そ
れ
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど

も
、
永
井
博
士
の
よ
う
に
目
の
前
に
い
る
人
を
自
分
と
同
じ
よ
う
に

大
切
に
思
う
こ
と
は
で
き
る
。
世
界
中
の
人
た
ち
が
そ
の
思
い
を
持

て
ば
、
小
さ
な
幸
福
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
大
き
な
平
和
へ
と
広
が
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
武
器
の
代
わ
り
に
愛
を
。
永
井
博
士
の
思
い
を

胸
に
、
ま
ず
は
私
か
ら
。

東
み
よ
し
町
立
三
加
茂
中
学
校
二
年

　福
田

　夏
鈴 

さ
ん

第
八
回
「
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
　最
優
秀
賞
受
賞
作
文

「
武
器
の
代
わ
り
に
愛
を
」
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本
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
坂
千
代
会
長
は
挨
拶

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。

　
「
遺
族
大
会
は
、
実
に

四
年
振
り
で
令
和
と
し
て

は
始
め
て
で
あ
り
、
盛
会

裏
の
開
催
は
会
員
一
同
こ

の
上
も
な
い
喜
び
で
あ

る
。
衷
心
よ
り
、
感
謝
を

こ
め
て
、
皆
様
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

近
年
、
戦
争
の
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
中
、
戦
争
の

事
実
を
語
り
継
ぐ
活
動
を

進
め
て
い
る
。
ご
遺
族
の

ご
浄
財
に
よ
っ
て
開
館
で

き
た
徳
島
県
戦
没
者
記
念

館
に
は
、
現
在
、
八
千
百

名
を
越
え
る
英
霊
の
お
写

真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
毎
月
第
二
土
曜
日
の

語
り
部
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
七
十
三
回
開
催
し
、

約
三
千
六
百
人
の
方
に
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
語

り
部
は
、
戦
没
者
記
念
館

十
周
年
と
な
る
令
和
六
年

秋
ま
で
継
続
し
、
第
百
回

ま
で
を
目
指
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
会
は
取

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

さ
ら
に
英
霊
の
顕
彰
と
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
重
大
な
使
命
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
一
年
で
活
動
が
活
発

化
し
て
き
た
青
年
部
に
、

し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る

よ
う
重
点
的
に
進
め
る
。

青
年
部
で
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
本
会
、
女
性
部

と
連
携
を
図
り
、
取
組
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

特
別
弔
慰
金
の
本
旨

は
、『
国
は
戦
没
者
を
忘

れ
な
い
こ
と
』
で
あ
る
。

次
回
、
特
別
弔
慰
金
に
お

い
て
、
一
年
の
生
計
要
件

等
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
る

よ
う
、
全
国
の
遺
族
会
と

足
並
み
を
揃
え
て
い
く
。」

　

大
会
で
は
、
遺
族
会
へ

の
多
大
な
貢
献
と
功
労
の

あ
っ
た
方
々
と
し
て
、
六

名
の
会
員
に
名
誉
大
会

長
表
彰
（
知
事
表
彰
）、

二
十
二
名
の
会
員
に
会
長

表
彰
、
二
名
の
事
務
局
職

員
に
会
長
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
に
よ
る

第
八
回
平
和
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
県
庁
と
本
会
の

共
催
）
の
優
秀
作
品
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

　

本
大
会
に
お
い
て
、
決

議
さ
れ
た
決
議
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

第
二
部
に
お
い
て
は
、

講
師
に
靖
國
神
社
の
山
口

建
史
宮
司
様
を
お
迎
え

し
、「
靖
國
神
社
の
本
質
」

と
題
し
て
誠
に
貴
重
な
ご

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
来

場
し
た
会
員
一
同
、
一
言

一
句
を
聞
き
漏
ら
さ
ぬ
よ

う
熱
心
に
拝
聴
し
、
御
英

霊
の
ね
む
る
靖
國
神
社
の

あ
り
が
た
さ
、
大
切
さ
、

崇
高
な
精
神
性
に
改
め
て

思
い
を
い
た
し
た
。

　

去
る
八
月
二
十
四
日
（
水
）、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
県

郷
土
文
化
会
館
）
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
徳
島
県
戦

没
者
遺
族
大
会
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に

は
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
（
名
誉
大
会
長
）、
水
落
敏

栄
日
本
遺
族
会
会
長
、
杉
本
直
樹
自
民
党
徳
島
県
連
会

長
、
井
川
龍
二
徳
島
県
議
会
副
議
長
を
は
じ
め
、
市
町

村
長
、
市
町
村
議
会
代
表
、
各
種
関
係
団
体
の
代
表
な

ど
二
十
七
名
の
ご
来
賓
と
、
約
三
百
五
十
名
の
ご
遺
族
の

出
席
を
い
た
だ
い
た
。

名
誉
大
会
長
表
彰

美
馬
市	

長
江　

廣
子

三
好
市	

西
内　

重
文

名
西
郡	

髙
田　
　

潔

那
賀
郡	

田
中　

恒
弘

板
野
郡	

井
上　

忠
明

三
好
郡	

長
谷　

邦
男

会
長
表
彰

徳
島
市	

森
本　
　

勝

徳
島
市	

尾
崎　

成
之

鳴
門
市	

古
林
勢
一
郎

鳴
門
市	

大
平　

敏
之

小
松
島
市	

松
村　

博
子

阿
南
市	

桝
井　

昭
子

阿
南
市	

仁
木　

輝
子

吉
野
川
市	

結
城　

良
司

吉
野
川
市	

立
石
フ
サ
子

美
馬
市	

緒
方　

孝
幸

三
好
市	

吉
岡　

芳
雄

三
好
市	

石
井　

房
子

勝
浦
郡	

三
木　

一
代

名
西
郡	

森　
　

惇
夫

海
部
郡	

髙
島　

英
生

海
部
郡	

前
谷　

桂
子

那
賀
郡	

府
殿　

長
治

那
賀
郡	

留
岡　
　

要

板
野
郡	

元
木
千
賀
子

板
野
郡	

冨
田　

和
子

三
好
郡	

三
好　
　

晶

三
好
郡	

槙
山　

玲
子

会
長
感
謝
状

美
馬
市	

井
門　

俊
二

那
賀
郡	

平
井　

啓
一

徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開
催
さ
れ
る

徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　

護
国
神
社
で
は
、
左
記
日
程
に
よ
り
恒
例

の
「
例
大
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
典
は
、
県
下
各
地
か
ら
ご
遺
族
や

ご
来
賓
の
方
々
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
わ

が
国
の
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
ご
英
霊
に
対

し
て
、
感
謝
と
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
大
切
な

お
祭
り
で
す
。

　

詳
細
の
案
内
状
や
玉
串
料
奉
納
帳
等
は
、

九
月
初
旬
に
各
市
町
村
遺
族
会
に
ご
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。記

一
、
日　

時

　
　

令
和
四
年
十
一
月
二
日
㈬

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分（
正
午
終
了
予
定
）

一
、
玉
串
料　

一
千
円

【
ご
注
意
】
ご
参
拝
の
際
に
は
手
指
消
毒
や
マ

ス
ク
着
用
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
場
合
は
ご
参
列
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
人
数
制
限
を
設
け
る

な
ど
、
規
模
を
縮
小
さ
せ
て
頂
く
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
お
含
み
お
き
願
い
ま
す
。
ご
不

明
の
際
は
社
務
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

お問合せ 徳島県護国神社社務所
　　　　 電話 088（669）3090

徳
島
県
護
国
神
社
例
大
祭
の
ご
案
内

＊�一般参拝者用駐車場は、台数に限りがご
ざいますので、なるべく乗り合わせていただ
くか他の交通機関にてご参拝下さい。

第
８
回
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞	

三
加
茂
中
学
校　

福
田　

夏
鈴

優
秀
賞	

富
岡
東
中
学
校　

鎌
田　

結
愛

	

山
川
中
学
校　
　

篠
原　

萌
笑

	

加
茂
名
中
学
校　

高
木　

凛
子

　
　
　
大

会

決

議

　

本
日
こ
こ
に
令
和
四
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族

大
会
を
開
催
し
、
総
力
を
挙
げ
て
次
の
各
項
の
実

現
を
期
す
る
。

一
、世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一
、
総
理
、
閣
僚
及
び
国
会
議
員
等
の
靖
国
神
社

参
拝
の
定
着
を
は
か
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償

の
理
念
に
基
づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、
特
別
弔
慰
金
は
、
生
計
関
係
を
受
給
要
件
と

し
な
い
よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

一
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
と
遺
骨
収
集
の

拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

一
、
組
織
の
強
化
・
存
続
を
図
る
た
め
、
青
年
部

の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

令
和
四
年
八
月
二
十
四
日

　

令
和
四
年
度
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
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徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
で
は
、
七
月
三
日
（
日
）

か
ら
八
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
第
十
三
回

特
別
企
画
展
「
沖
縄
戦
を
語
り
継
ぐ
︱
戦
史
と
ひ

め
ゆ
り
学
徒
︱
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
沖
縄
戦
は

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
戦
い
で
あ
り
、
現
下
の
国
際
情

勢
を
見
て
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

改
め
て
考
え
て
頂
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て

の
企
画
展
で
あ
り
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
は
、
沖
縄
の
戦
史
や
ひ
め
ゆ
り
学
徒
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
、
沖
縄
か
ら
残
さ
れ
た
御
家
族
に

送
ら
れ
て
き
た
英
霊
の
お
手
紙
、
摩
文
仁
の
丘
に
あ

る
「
徳
島
の

塔
」
で
の
慰

霊
祭
、ま
た
、

沖
縄
戦
を
記

し
た
書
籍
や

児
童
書
、
証

言
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
約
百
点
。

開
催
期
間

は
、
今
年
が

沖
縄
の
本
土

復
帰
五
十
周

年
の
年
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
沖

縄
へ
の
修
学

旅
行
が
中
止

に
な
っ
た
生

徒
さ
ん
に
も

見
て
も
ら
い

た
い
と
の
思

い
か
ら
、
夏
休
み
を
含
む
約

二
か
月
の
長
期
間
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
約
一
千
五
百
人

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
特
に
家
族
連
れ
や
、
友

達
連
れ
の
小
中
学
生
な
ど
、

若
い
世
代
の
方
々
に
も
沢
山

お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
に
は
、
数
時
間
に
わ
た
り

熱
心
に
見
学
さ
れ
る
方
も
い

て
、
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
が
少
し
ず

つ
で
も
増
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
、
今
後
と
も
出
来
る

だ
け
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
別

企
画
展
を
考
え
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

徳島県護国神社＝松茂とくとくターミナル＝

＝姫路護国神社 千羽づる奉納＝

＝和ダイニング三日潮（昼食）＝

＝姫路城　城内の散策＝

＝姫路セントラルパーク（サファリ）＝

＝トイレ休憩＝徳島県護国神社

11
月
20
日
（
日
）

11:00

8:30

11:50

12:00 12:50

13:00 14:30

15:00 16:00

18:00

8:50 9:00

※バス乗車のまま観光

兵庫県姫路護国神社参拝と千羽づる奉納
日帰りバスツアー

　

本
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に

つ
い
て
は
、
約
半
年
が
過
ぎ
た
現
在
も

終
息
す
る
見
込
み
は
無
い
。

　

本
会
で
は
、
三
月
二
十
五
日
の
第

二
十
六
回
理
事
会
に
お
い
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
募
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
具
体
的
な
手
続
き
は
、
会
長

に
一
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

後
、
日
本
遺
族
会
に
手
続
き
等
の
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
会
の
趣
旨
に
日

遺
も
賛
同
し
、
ま
た
、
手
続
き
は
本
会

独
自
で
行
う
べ
き
と
の
回
答
を
得
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
七
月
九
日
の

本
会
正
副
会
長
会
で
の
議
を
経
て
、
七

月
十
一
日
に
日
本
赤
十
字
社
の
寄
付
金

窓
口
に
十
万
円
を
入
金
し
、
支
援
金
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
届
け
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

支
援
金
に
つ
い
て

実
施
日
程　

令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
（
日
）

参
加
費
用　

遺
族
会
会
員

五
千
円

同
伴
す
る
会
員
家
族
（
成
年
）

三
千
円

同
伴
す
る
会
員
家
族
（
未
成
年
者
）
二
千
円

会
員
家
族
の
み

五
千
円

一
般
参
加
者

一
万
五
千
円

募
集
人
員　

四
十
名
（
最
小
催
行
人
員
十
五
名
）

締
切
期
限　

令
和
四
年
十
月
二
十
一
日
（
金
）

お
申
込
先　

徳
島
県
遺
族
会
事
務
局

電
話
０
８
８
︱
６
３
６
︱
３
２
１
２

遺
族
会
会
員
を
は
じ
め
、会
員
以
外
の
方
も
参
加
可
能

今
年
は
姫
路
へ
！

令
和
四
年
度

千
羽
づ
る
奉
納
旅
行  

参
加
者
の
募
集

ホームページ随時更新中 !!

　各種行事、記念館の語り部事業、
慰霊巡拝等の最新の情報をお知ら
せしています。
携帯・パソコンで

徳島県遺族会  もしくは
徳島県戦没者記念館  と入力 

ホームページのアドレス
URL　http://izokukai.jp/

携帯電話のバーコー
ドリーダーで右記
QRコードを読み込
んで下さい。

アクセス数 128,986
（R4.8.31 現在）

報
　
告
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　私が平成25年３月7日からの7日間、父
の戦没地、フィリピン慰霊友好親善事業
に参加した体験をお話しします。
　出発日の前日、靖国神社に参集し、結

団式を行い、成田空港近くのホテルヘ移動、日本遺族会
主催の壮行会を行いました。３月７日マニラ到着後、総
員87名が6つの班に分かれ、各目的地へ向かいました。
私たちの班は、セブ島・レイテ島慰霊団で団員が一番多
く、マニラから空路セブ島へ向かいました。３月８日早
朝、ホテルの前庭の大きなセブ観音さんにお参りしてか
ら、ダホール海峡の海辺で個人慰霊祭を行い、次に私の
父が眠っているであろうカルメンから山の奥深く入リ、
ギママという所に向かい、そこで慰霊祭を行いました。
その時父に宛てた追悼文を心を込めて読み上げました。
　「お父さん 遅くなりましたが、ついにここセブ島へ参
りました。
　私は、昭和18年10月30日生まれ、69才でまもなく古希
を迎えます。しかし、残念なことに、あなたの顔は写真
でしか認識がありません。
　あなたの兄弟4人も出征しました。二人は戦死、あと
一人は戦病死、残り一人だけ戦地から帰りましたが、去
る平成５年に他界しました。母は92才で足は少し弱って
きましたが至って元気です。この度も母から『私の元気
な内に是非セブ島へ行って慰霊をしてきて欲しい』との
熱い気持ちからこの地に参りました。また、18年前には
50回忌の法要も済ませました。
　お墓も修復しました。靖国神社にも何回も会いに行き
ました。徳島県護国神社での５月３日の命日祭には欠か
さずお参りをしております。私も微力ではありますが、
徳島県遺族会、阿南市遺族連合会、そして富岡遺族会の
役員として、英霊顕彰のためにお世話をさせて戴いてお
ります。昭和41年に妻をめとり、２人の娘と、４人の孫
と一緒に楽しく過ごしております。母に託された、自家
製の米と、門かぶりの松の葉と、裏庭のうまめの葉と、
井戸から汲み上げた地下水と、お酒を少しずつ持ってき
ました。故郷の香りをお届けします。
　あなたの生まれ育った故郷は大きく発展しました。人
口も増え、工場も勢いが有り、多くの施設も整い、産業、
交通、環境も充実し、整備されております。
　そして、緑の山と、清き那賀川の清流と、実りの田ん
ぼと、紺碧の淡島海岸はゆったりと時を刻んでいます。
ご安心下さい。
　幸いなことに日本はこの半世紀以上の永い間、戦争の
ない平和な時代を過ごして参りましたが、これ一重に英
霊の尊い献身と犠牲のうえに培われたことを決して忘れ
ず、この平和で美しい郷土を子供の代、孫の代にと永代

語り部事業講演要旨

●第 71回語り部事業　６月 19日（日）
　「父の戦没地セブ島（フィリピン）への慰霊巡拝」

阿南市　松原　良明氏（78）

までも護り伝えて行かなければならないと決意をしてお
ります。
　平和を謳歌する時代にこそ幾多の国難に殉じた英霊に
おこたえすることが大切であります。
　ここに私達は英霊のご遺志を継承し、その尊い戒めを
もって悲惨な戦争が決して人々に繁栄をもたらさないこ
とを世界の国々に伝え、世界の人々と相携え、すべてを
破壊する愚かな戦争をしない歴史をつくることに努力を
重ね精進を続けて参ります。
　お父さんありがとう。安らかにお眠り下さい。
　そして、見守って下さい。」
　激しい戦いをしたであろう山や谷を見つめていると、
なんでこんな山の中で死ななければいけなかったのか。
もう少し、早く会いに来たら良かった、と思いました。
その後、皆で 「ふるさと」 の歌を捧げました。みんなで
歌いながら涙が止まりませんでした。
　３月９日は２ケ所で慰霊祭。最初は小学校の校庭を借
り、次はタラガス川という広い川の河川敷で行いました。
多くの子供さんと、その家族の皆さん約100人位が、遠
巻きにして祭礼を見守ってくれました。
　３月10日オルモックの山の中では、はるかかなたの激
戦地を眺める所に４本柱と屋根のみで、それを木の柵で
囲った木製の慰霊碑がありました。「第一師団戦没者慰
霊碑 第一師団レイテ会と玉の会」の標識がありました。
そこで慰霊祭を行いました。
　３月11日、ヒブカワン小学校を親善訪間し、参加者の
思いを込めた文房具や衣類が一杯詰まったお土産を渡し
ました。その後、レッドビーチヘ行き、マルコス大統領
が建立したという、マッカーサー元帥が６人の兵士と共
に上陸した時の勇ましい格好の銅像を見に行きました。
　３月12日はすべての団員がカリラヤにあるフィリピン
島戦没者の碑の前で全戦没者追悼式を行いました。翌日、
最終日マニラ市内を視察して、空路夕刻の成田に無事に
帰って解散しました。
　帰宅後、直ちに心待ちにしていた母に細かく報告した
後で、お墓の前でも、時間を掛けて遠き父親に語りかけ
ました。
　この度の７日間におけるフィリピン慰霊友好親善事業
訪問におきまして、全日程を心のこもる企画とお世話を
していただいた皆さんや、そして何よりも私どもを暖か
く迎えていただいたフィリピンの子ども達を含めたフィ
リピン国民の皆さんに対しまして、心からお礼を申し上
げたいと思います。　
　最後に、私たちは英霊のご遺志を継承して、その尊い
戒めをもって、すべてを破壊する愚かな戦争をしない歴
史をつくることに努力を重ね精進を続けて参ることを、
英霊の戦地で約束をして参りました。私も今後とも微力
ではありますが地域の遺族会の発展のために多くの皆さ
んとご一緒に努力をして参りたいと思います。
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　私の２人の叔父はニューギニアと沖縄

で戦死しました。英霊の母である祖母は

「庭でゴザの上に豆を並べて乾かしてい

たら、見たことない大きな大きな鳥がやって来て豆を散

らかして飛んで行った。『偵（英霊の名前）は酉年やっ

たなぁ』と胸騒ぎがし、程なく戦死公報が入った。わし

に会いに来たんやなぁ。」と話していました。また、母

屋にやってくるトントントンという足音に「あ、偵が帰っ

てきた！」と玄関に行き、「郵便屋さんやったわ。」と戻っ

てきた事も何度かありました。その時の祖母の姿は、幼

心に可哀想に思えました。

　終戦の日に九段の千鳥ヶ淵で生還された方に「兵籍簿、

軍歴簿を取り寄せて靖国の偕行文庫に行くのがいい。」

と教えられました。早速取り寄せてみると、叔父が召集

されてから戦死までの４年余の間の足取りを知る事が出

来ました。偕行文庫の方に「ニューギニアの兵站病院で

亡くなり、この頃は土に埋めてもらいお経をあげてもら

えているはずですよ。」と教えられました。「『偵は、弾

に当たってジャングルで１人で痛い思いで死んだ』と思

い込んでいた祖母に伝えてあげたかった。軍暦簿のこと

を早く知って行動できていたら。」と悔しさを感じ、そ

れがきっかけで、なお英霊のことを知りたいと思うよう

になりました。

　もう１人の叔父は、沖縄で既に壊滅状態だった軍の「足

腰の立つものは斬り込みせよ」という命令により糸満市

の真栄平で果てたと知りました。事実上の沖縄戦は終結

していた中での戦死に虚しさが湧いてきました。徳島県

遺族会の濵さんとは、沖縄慰霊親睦会で「父は安謝方面

で戦死したこと、古賀隊にいたことくらいしか分からな

い」という会話の出会いでした。命を差し出せと召集し

ながら大雑把で無責任な国の通知に「ほおっておけない」

と思い、濵さんが東京に来られた際に一緒に偕行文庫に

行きました。「海上特攻の秘匿部隊マルレにいた」「勲章

をもらっていた」と分かりました。「国会図書館」「国立

公文書館」「内閣府沖縄資料閲覧室」等に足を運び、記

録をつなげていくと点と点が線になり、線と線で面にな

語り部事業講演要旨

●第 72回語り部事業　７月９日（土）
　「御英霊への思い－英霊から教わったこと－」

東京都　平松　なりみ氏

り、色々わかりました。

　他に「沖縄県南部で戦死」としか分からず、摩文仁の

平和の礎に記銘されてない父親の事を「もしかしたら脱

走したから、軍規を犯したから記銘されてないのでは。」

という方がおられました。また「ほっておけなくなり」、

内閣の沖縄資料閲覧室や沖縄の方の協力を得て、77年ぶ

りに死没地・死因の詳細が判明。「本籍も家族の名前も

一致、この記録は父親だ。即死だったんだ。」とその方

の言葉に一緒に泣いてしまいました。

　他に心を打たれた遺骨の引き渡し式は、初めて「海上

自衛隊の護衛艦」がガダルカナル島まで御英霊を迎えに

行き、旅客室の祭壇に安置されての帰国でした。出航時

にガダルカナル島に向かって捧げ銃、着剣、奏楽ととも

に、弔銃発射。領海に入ると司令艦長が「日本の海に入

りましたよ。」と献花され、横須賀入港。白い手袋の隊

員に大事に抱かれた白木の箱が日本の地を踏みました。

地上でも「着剣捧げ銃」、自衛隊の皆様が整列し、御遺

骨に「最上級の敬礼」をしてくださいました。白木の箱

が部隊の前を通る時、儀仗隊長の「おかえりなさい。」

の大きな声、「海ゆかば」の奏楽。御遺骨には聞こえて

いたと思います。「おかえりなさい！生まれ育った日本、

命を懸けて守ろうとした日本、帰りたかった日本に帰っ

て来ることができましたね、おかえりなさい！」私はた

だ涙が溢れるばかりで感謝しかありませんでした。

　御英霊のことを詳しくご存知ない方は、必ず何かに辿

り着けると思うので調べてあげてほしいと思います。矢

弾糧物が尽きる中で、果敢に戦った御英霊が、国を占領

されない為、残る家族達を護る為、後世の私達の未来を

守る為に魂を懸けた思いを汲み取ってあげてほしいと思

います。

　生まれた時代に「たまたま戦争があった」というだけ

で、時代に巻き込まれ、命を懸けるほどの苦労をしなけ

ればならなかった、生きる事を選べなかった多くの御英

霊の事を思うと、「自殺は絶対にしてはいけない行為」

です。戦禍に倒れた方々の背中は「命はかけがえがない」

「人の為に、世の中の為に生きる事」「平和を維持する事」

に尊厳を持つ事を、後世の私達に「生きた教育」として

残してくれたと思います。遺族会とは、このことを伝え

られる大事な会だと思います。
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東
み
よ
し
町
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭
が
令
和
四

年
五
月
三
十
一
日
に
東
み
よ
し
町
役
場
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
、
各
地

区
の
遺
族
会
の
代
表
者
二
十
二
名
が
参
列
し
、

戦
没
者
一
千
十
九
柱
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　

始
め
に
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
東
み

よ
し
町
長
の
式
辞
の
あ
と
、
町
遺
族
連
合
会
山

口
博
視
会
長
か
ら
「
平
和
の
尊
さ
を
常
に
肝
に

銘
じ
、
二
度
と
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
語
り

継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
終
戦
か
ら
七
十
七

年
が
経
過
し
、
戦
没
者
に
対
す
る
感
謝
の
念
も

彼
方
に
追
い
や
ら
れ
そ
う
だ
が
、
英
霊
顕
彰
と

福
祉
の
向
上
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
る
。」
と
追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

再
び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
改
め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
御
来
賓
よ
り
献
花
と
追
悼
の
こ
と
ば

の
後
に
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
祭
壇
に
献
花

を
行
い
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

東
み
よ
し
町
遺
族
連
合
会

　

上
板
町
遺
族
会
松
島
地
区
の
忠
魂
碑
は
、
こ
の
た
び
名
称

を
「
平
和
の
礎
」
と
し
、
再
建
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
四

年
八
月
十
五
日
の
除
幕
式
は
、
遺
族
会
吉
田
会
長
の
式
辞
で

は
じ
ま
り
、
松
田
上
板
町
長
の
祝
辞
に
続
き
、
除
幕
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
除
幕
は
松
田
町
長
、
吉
田
会
長
、
岡
田
遺
族
会

役
員
、
岡
田
役
員
の
お
孫
さ
ん
将
睦
君
（
小
三
）、
朋
花
ち
ゃ

ん
（
小
一
）
の
五
名
が
ロ
ー
プ
を
引
き
、
平
和
を
象
徴
す
る

よ
う
な
見
事
な
幕
開
け
で
、
除
幕
式
は
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
三
十
七
名
で
し
た
。

式
後
に
は
、
例
年
開
催
し
て
い
る
上
板
町
遺
族
会
主
催
の

戦
没
者
追
悼
式
を
、松
島
地
区
（
十
一
時
）、高
志
地
区
（
十
一

時
三
十
分
）、
大
山
地
区
（
十
二
時
）
の
三
ヶ
所
で
斎
行
し

ま
し
た
。
松
田
町
長
、
吉
田
会
長
か
ら
献
花
と
追
悼
の
言
葉

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
三
地
区
の
延
べ
参
加
人
数
は
六
十
七

名
で
し
た
。

次
号
に
、
忠
魂
碑
の
再
建
の
経
緯
を
掲
載
し
ま
す
。

上
板
町
遺
族
会

地 方 だ よ り地 方 だ よ り

令
和
四
年
度
　
東
み
よ
し
町
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭

上
板
町
遺
族
会
松
島
地
区
『
忠
魂
碑
』

再
建
竣
工
・
新
名
称
『
平
和
の
礎
』
除
幕
式

百歳のお慶び

　令和４年８月
12 日、那賀町鷲
敷地区の中川リ
ヱコさんが百歳
を迎えられまし
た。お祝い状と、
記念品をお届け
しました。
　中川さんは長

年農業に励まれ息子さん達を育てなが
ら、忙しい時でも遺族会の行事・活動
には参加し協力していただきました。
　現在は、町内の施設に入所されてお
り、コロナ禍のため家族の方とも面会
ができませんが、とても元気に過ごさ
れているそうです。
 これからもご健康で過ごされますよ
う心からお祈り申し上げます。

鷲敷地区遺族会会長　亀代　高男

　三好市三野町の橋本ハナ子様が、令和 4 年 8 月 1
日に百歳のお誕生日を迎えられました。橋本さんは
４男３女の 7 人兄弟でしたが、上から 3 人の兄を戦
争で亡くしました。
　20 歳で結婚され三野町では夫と牛乳販売を中心に
雑貨店を営んでおられました。酪農家として夫婦で、
後には息子夫婦と共に乳牛の飼育を生業ともしてい
ました。
　３男 1 女の子宝に恵まれ、各々立派に育てあげ、
現在は孫 8 人、ひ孫 10 人、しゃしゃら孫 2 人の大
勢の家族に親われております。

　令和元年 8 月から施設に入所しておられます。当日はコロナ感染防止対策
を万全にして、施設のはからいで、お祝い会が開かれました。県知事代理、
三好市長も出席して祝福をされておりました。徳島県、三好市、三野町遺族
会から祝い状、記念品、祝い金、花束を贈呈しお祝いいたしました。
　花束を抱き、にっこり笑顔をつくり、記念写真を撮っておられました。最
後には用意してきた原稿を読まず、堂々とお礼の挨拶をされました。施設か
ら日常の出来事を家族に、孫達にも受験勉強の激励など手紙を毎日書いてお
られるそうです。
　性格は明るく、いつも前向きな笑顔があって、友達も多く、社交的で、色々
なグループではリーダー的な存在だそうです。

施設では食欲も旺盛で、体操、ぬり絵、折り紙、趣味のカラオケ、読書を楽
しまれております。これからも元気で過ごされますようご祈念申し上げます。

三野町遺族会会長　西内　重文

橋本　ハナ子さん（三好市）中川　リヱコさん（那賀町）

　﹁
第
十
一
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
﹂
の
申
請
は
、
各
市
町
村
の
援
護
担
当
課
で
受
付
中

で
す
。

《
請
求
期
限
》　
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

特
別
弔
慰
金
の
申
請
は

﹃
令
和
五
年
三
月
﹄
ま
で
に
！
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（
七
月
）

3
日
~
8
月
末　

特
別
企
画
展
（
戦

没
者
記
念
館
）

9
日
正
副
会
長
会
議（
護
国
神
社
）

9
日
語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

（
八
月
）

6
日
み
た
ま
祭
神
事
（
護
国
神
社
）

7
日
英
霊
に
こ
た
え
る
会
街
宣
活

動
（
繊
維
団
地
）

13
日
語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

14
日
~
15
日　

全
国
戦
没
者
追
悼

式
（
日
本
武
道
館
）

15
日
平
和
祈
念
祭
（
護
国
神
社
）

24
日
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会

（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

令
和
四
年
九
月
~
十
一
月
行
事
予
定

（
九
月
）

10
日
正
副
会
長
会
議（
護
国
神
社
）

10
日
語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

12
日
日
本
遺
族
会
75
周
年
記
念
事

業
（
東
京
）

21
日
~
22
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会

中
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
香
川

県
善
通
寺
市
）

25
日
高
知
県
青
年
部
と
の
交
流
会

（
高
知
市
）

28
日
神
恩
感
謝
祭
（
護
国
神
社
）

（
十
月
）

8
日
語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

（
十
一
月
）

2
日
護
国
神
社
例
大
祭
（
護
国

神
社
）

12
日
正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

12
日
語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

12
日
戦
没
者
記
念
館
運
営
企
画

委
員
会
（
護
国
神
社
）

20
日
千
羽
づ
る
奉
納
事
業
（
兵

庫
県
姫
路
護
国
神
社
ほ
か
）

遺
族
会
の
動
き

令
和
四
年
七
月
~
八
月
実
施
行
事

　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
徳
島

県
本
部
は
、
毎
年
八
月
十
五

日
ま
で
に
全
県
下
に
て
、
遺

族
会
会
員
の
ご
協
力
の
も

と
、
靖
國
神
社
公
式
参
拝
の

た
め
の
街
宣
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
徳
島
市
支
部
に
お

い
て
は
、
毎
年
八
月
の
第
一

日
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、

今
年
は
八
月
七
日
（
日
）
午

前
十
時
か
ら
徳
島
繊
維
団
地

（
徳
島
市
問
屋
町
）
に
て
「
靖

　

第
二
十
六
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
は
、
去
る
七
月
十

日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
も
合
区
で
行
わ
れ
た

「
徳
島
・
高
知
選
挙
区
」
に

お
い
て
は
、
中
西
祐
介
氏
が

見
事
、
三
回
目
の
当
選
を
果

た
し
た
。

　

自
民
党
は
全
体
で
は

六
十
四
議
席
確
保
と
圧
勝

で
あ
っ
た
が
、
比
例
代
表

に
お
い
て
は
、
改
選
前
か

ら
一
議
席
減
ら
し
て
十
八

議
席
に
留
ま
り
、
日
本
遺

族
会
の
水
落
敏
栄
会
長
は
、

八
万
二
千
九
百
二
十
票
で

二
十
三
位
と
落
選
し
た
。

英
霊
に
こ
た
え
る
会　

全
国
統
一
行
動
の
街
宣
活
動

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

國
神
社
へ
の
総
理
及
び
閣
僚

の
公
式
参
拝
を
定
着
さ
せ
、

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
行
幸

啓
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
」
の
チ

ラ
シ
と
除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

シ
ュ
を
配
布
し
た
。

　

繊
維
団
地
で
は
日
曜
市

が
開
催
さ
れ
、
人
出
も
多

く
、
六
百
三
十
枚
の
ビ
ラ
と

三
百
五
十
個
の
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
シ
ュ
を
一
時
間
程
で
受

け
取
っ
て
頂
い
た
。

　

投
開
票
日
以
降
、
本
会
宛

に
、
水
落
敏
栄
事
務
所
や
日

本
遺
族
政
治
連
盟
幹
部
か
ら

「
今
回
の
選
挙
結
果
に
つ
い

て
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
徳
島
県
遺
族
会

の
今
回
の
努
力
に
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。
今
後
と
も
遺
族

会
活
動
に
努
力
し
て
参
り
た

い
。」
と
の
連
絡
が
相
次
い

だ
。

　

今
回
は
、
四
月
二
十
三
日

の
役
員
等
研
修
会
、
六
月

十
八
日
の
水
落
敏
栄
会
長
激

励
会
に
水
落
会
長
本
人
が
来

県
し
、
直
接
遺
族
会
会
員
に

話
を
行
う
と
と
も
に
、
選
挙

運
動
期
間
中
に
は
、
地
区
役

員
、
女
性
部
役
員
等
に
よ
り

電
話
作
戦
で
強
く
訴
え
た

が
、
当
選
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。坂
千
代
会
長
を
は
じ
め
、

本
会
役
員
は
「
本
会
会
員
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
今
後
と
も
、
全
国

の
遺
族
会
と
連
携
を
図
り
、

活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
。」

と
申
し
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

な
お
、
八
月
の
臨
時
国
会

に
お
い
て
、
元
日
本
遺
族
会

会
長
の
尾
辻
秀
久
先
生
が
、

参
議
院
議
長
に
選
出
さ
れ
て

お
り
、
遺
族
会
の
求
心
力
が

再
度
高
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

▶ 来館者のお声
・22年前に1人で沖縄の戦跡を巡った事があり、ひめゆりだった方と話をしたのですが、その時は私もまだ若

く想像がつかない部分もありました。年を重ね、物事も広く見えたり感じたりできるようになって、今、わ
かるようになりました。今、世界で起こっていることは77年前、沖縄で起こった事です。今なお、人類は進
歩せず、同じ過ちを繰り返し、同じ悲しみを与えているのだと思います。せめて、このような事実が今もあり、
77年前もあったということを感じられる人間でいたいと思います。（40代男性）

・薄れゆく戦争の記憶を鮮明にしたいと思い訪れた。孫たちに教え伝えたいと思い資料を拝見した。忘れては
ならない戦争の記録です。多くの若い人に見て欲しいです。（80代女性）

・やはり戦争はいけない。若者が多く死ぬのは耐え難い。亡くなった方々を大切にしていくことは大変重要な
ことだと思う。その方たちの上に今の平和があることを知る必要がある。（60代男性）

・遺影の前に立ち、思わず込み上げてくるものがありました。お一人お一人にあったはずの人生が、途中で断
たれてしまう・・・。戦争は本当に悲惨なことだと思います。遠い過去の事ではなく、今も、戦争を起こさ
ないよう、私達が考えていかねばならないと強く思いました。（50代女性）

・戦争を二度と繰り返さないため、記憶を風化させてはならない。引き継ぐ事ができればと思い、来させて頂
きました。平和の為に何か役立つことが出来れば幸いです。（40代女性）

戦没者記念館だより — 写真展示数　8,144 柱　（R4.8.31　現在）—

「
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
の
選
挙
戦
で
し
た
。
皆
様
の

温
か
い
取
り
組
み
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

財
務
規
律
の
徹
底

　

昨
年
度
の
全
国
戦
没
者
追

悼
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
最
終

的
に
本
会
は
不
参
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
事
務
的
遅
延
か

ら
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
、
評
議
員
か
ら
も
厳
に

御
指
摘
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
財
政
状
況
厳

し
き
折
、
さ
ら
に
財
務
規
律

の
徹
底
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

（
本
会
事
務
局
）


